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　　　　　　　　　　　　　下町　廣　津　藤　吉

　文化4年（1807年）7月魯人に封ずる國防のため，蝦夷地に其監覗役所である

遠見番所と云ふものが出來た．其節同所より長崎奉行に封し遠見番の指導者

として，役人の派遣と望遽鏡8本入用の事を申來り當時の奉行松卒圖書頭が，

翌年2月に日高一郎太，別府眞右衛門と云ふ2入の役人を遣はし，同時に5個

の望遠鏡を其請に醸じて途つた．賞時長崎の遠見番所には野母遠見番所に

8本，小瀬戸に5本，天草に3本割けしか備付けてなかった．8本の要求に封し

之が製作には100日鹸を要し，1本の代債銀750目程を要するものであるが

急場の用を冠するため，野母と小瀬戸のもの13本の中から5本を流用するこ

とにし，當時長崎町眼鏡師森安丈衛門所持のオランダ渡木筒の大遠見鏡が，

格別上等品なること故希望によっては右の品を差出してもよいと返事してみ

る．そして松前へ持参の遠目鏡は長持1樟に納め，非常な注意の下に邊られ

たものである．面白いのは共節長崎小川町御目鏡師安海屋文左衛門に大遠目

鏡を注文した其精細なる見積書がある．時は今から127年前のことである．

　　　　　畳

　一，大遠目鏡惣銅筒長さ四尺八寸余，手許の差渡一寸七分手先の差渡二寸，地金の

　　　厚み一分何れも曲尺，但見當の庭黒柿にて筒先きの押金眞鍮・

　　　中仕立代銀積り左のma　bに御座候

　　一，銀百十匁

　　　　上筒惣銅長さ八寸余，厚み凡一歩程，差渡筒前一寸五歩，筒先き二寸に艀立

　　　　手間料共

　　一，同七十五匁

　　　　内，眞鍮にて三盛入子，但一番，二番，三番の石持を上筒に準じ長短は石の

　　　組合せに相準す擁立手間代共

　　一，同＋匁

　　　先き石四番目の押へ金上鍮にて持へ但見通の所玉縁ち附手間料共

　　一，同四十匁

　　　　筒の上胴金入但眞鍮にて五ゲ早大小円手間代共

　　・一，同二十匁

　　　跡先の蓋二つ惣銅但眞鍮にて玉線ち相用ひ手間代共



天界187 國産望遠鏡に關する参考資料
or

一，同＋匁

　　筒の上に木にて竪筋六本其上黒漆にて畦塗り手間料共

一，同十匁

　　御目鏡箱但開き蓋にて金具日用ひ手間料共

　幽魂三百四＋二

一，銀四百十匁

　　御目鏡石代同仕上手間料共，是は仕上迄には疵も相見え或は破れ損じ等も

　　出來仕り候依って石を藪多仕立組合候につき石代井手間料の儀は誠に相趣

　　め難く候へ共止銀高の積りに御座候

　合計銀七百鉱十匁

右者御遠目鏡萱三分仕立候代銀積り高書面の通りに候　以上

　　辰（丈4ヒ五年）二月　　　　　　　　　　　　　　氏　　　　　名

　とある．長崎に於ける眼鏡造りの歴史は長崎夜話に長崎住入濱田彌兵衛と

云ふもの批年の頃，蟹國へ渡り眼鏡造り様を習ひ傅へ來りて，生島藤七と云

ふ者に教へて造らしめたるより今に傳はり來ってをる云々．今から300絵年

前のことであるから長崎の眼鏡の歴史は相室古v・もので，延實2年（1674年2P

ち今より262年前）には目鏡師2人3貫目3人扶持を貰ってみた記録があるから，

日本では一番古い歴史を持つものと云ってよV・であらう．

　（以上の記事は私が先日長崎にて100年薗に調製した，古屏風の中の貼紙中

より磯見せし當時の奉行所の古記録により記述したもので，他に得難い資料

と信じてみる．）

　　　　　　　　　　L天界1i2月號の豫告

O基礎知識：スペクトルの話：＿＿．．＿．．．＿．．．＿＿．＿＿わカ・り易い蓮綾講座の開設

O馨逡鏡を購入せらるN方へttt………新たに望遠鏡を購求・施設さるN方々への好指針

0土星濃の再消失！！tt一……・一・……又しも，土星環が消失する・この好機逸すべからず

O阿里山での黄蓮光観測記…………………………南國の高欄で槻測した本田氏の快記録

O天象，観測後記・豫報，星座案内，16巻綱目次等々．．＿乞御期待・・．…・・．……＿＿＿＿
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